
　かつてこの地には「大浜陣屋」という役所（沼津
藩大浜出張所）がありました。これから紹介する「大
浜陣屋日記」は、この役所で書かれた業務日誌にな
ります。嘉永７年（1854年）正月から安政元年（同
年）12月までの１年間の記録が残されています。
嘉永７年ごろに大浜陣屋にいた役人

問合せ　文化財課内市史資料調査室　☎(41)4566

碧南の歴史へのいざない

　医師や看護師、薬剤師、臨床検査技師、診療放射
線技師、理学療法士、臨床工学士、栄養士、歯科衛
生士など、さまざまな職種の仕事を体験できるよう
に準備しています。
　地域の皆さんが病院に愛着を持ってもらえるよう
に、また、未来の医療従事者を夢見てもらえるよう
に、たくさんの楽しい企画を用意して待っています。

ハナちゃん通信
問合せ　
市民病院管理課　
　　　　☎(48)5050

市 民 病 院

小学生病院体験ツアーを
開催します

とき　７月28日㈮　10時～17時15分
ところ　市民病院
対象　碧南、西尾、安城、高浜市内の小学校に在学
の５・６年生と保護者
※昨年参加した小学生は参加できません。
定員　12組程度（申込み多数の場合は抽せん）
申込み　７月３日㈪（消印有効）までに往復はがき
に氏名、性別（親子とも）、学校名、学年、住所、
電話番号を記入し市民病院管理課（〒447-8502　平
和町３－６）

Ｎｏ．38　碧南市史料第69・70集
　　　　大浜陣屋日記　上・下① 大浜陣屋の業務日記

　中身の特徴は、主にその日のやり取りや出来事、
式日・お祭りといった儀式行事のほか、訴訟問題・
各種届け出などについて記録されています。この日
記は、この地域における幕末の庶民生活を具体的に
知ることができるとても貴重な資料です。

役職 名前 解説
代官（郡代） 鈴木勘左衛門・井菅七郎 　代官（郡代）と手代は、沼津藩から派遣された役人です。

　ほかの陣屋では、手代の職務を現地役人に任せている場合も多
いのですが、沼津藩にとってこの地は商品流通の拠点などで非常
に重要な場所であったため、本藩から派遣されました。

手代 湯山茂七郎・平賀万助
桜井鉄次郎・岩城岩輔

郷方

角谷永助・玄助
藤岡弥三郎・濱之助
杉浦秦五郎
西村清之助・貞次郎
水間市五郎・栄次郎

　地元で登用された役人です。
　同姓の郷方は、親子２代で勤めていました。世襲制ではありま
せんが、この時期は親子で勤める場合が多かったようです。
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